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障がい児の地域リハビリテーション ～多職種連携と交流の拡大に向けて～

圏域内で見た地域の現状と挑戦

さやまリハビリ訪問看護ステーション
理学療法士 児童発達支援管理責任者

髙橋 正浩

令和5年11月26日（日）
第27回 京都地域リハビリテーション研究会

話題提供の 概要

通学支援学校給食

話題提供の 概要

通学支援学校給食

学校給食とは

 学校給食法（学校給食法第3条第1項・第2項）

学校給食法にいう「学校給食」とは、義務教育諸学校（学校教育法に規定する小学校、中学校、中等教育学校

前期課程、特別支援学校の小学部・中学部）において、その児童又は生徒に対し実施される給食をいう

※ 特別支援学校の幼稚部及び高等部における学校給食に関する法律第2条

※ 夜間課程を置く高等学校における学校給食に関する法律第2条

法令上の定義

調理方式

 単独調理方式（自校方式）

 共同調理場方式（給食センター方式）

 外部委託方式（デリバリー方式）
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大阪狭山市立学校給食センター
【小学校】

東小学校

西小学校

南第一小学校

南第二小学校

南第三小学校

北小学校

第七小学校

【中学校】

狭山中学校

南中学校

第三中学校

10校

引用:大阪狭山市HPより 2023.1．15

給食の現状と課題

【地域小・中学校】

 2015年以降、給食に ２次調理（主にペースト） が必要な生徒が在籍。

給食センターでは２次調理不可

 家族が準備したミキサー（個人）を使用して２次調理を実施

2020年２次調理終了（案）

大阪狭山市内の給食課題

２次調理終了（案）

何が変化するのか?

家族が給食前に学校へ出向き
ミキサー等で２次調理を行う

大阪狭山市内の給食課題

【 家族の意見 】
急にどうして?
今まで実施してくれていたのに。
給食センターは委託しているんだから教職員等が

難しいなら給食センターにお願いしたらいいのに。
他市が終了したからってことかな?
他の学校に通っている家族は知ってる?
大阪府内でも同じ動きがあるんでしょうか?
終了ってその後どうしたらいいんでしょう?

【 教育委員会 】

 実施終了は「コロナ」が理由

 教員が２次調理を担うことへの課題

 近隣市町村も終了
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大阪狭山市内の給食課題

結果（２年かかりました…）

話し合い

話し合い

話し合い

私の役割:
家族等の依頼により訪問看護ステーションからの担当
PTとして参加。
どちらの肩をもつわけではなく、あくまで第３者として疑
問点を投げかける。傾聴。

役割:
家族等の依頼により相談支援専門員として参加。
あくまで第３者として疑問点を投げかける。傾聴。

地域課題

大阪狭山市内の給食課題

2022年給食センターより ペースト食 提供開始

話し合い

他生徒卒業 ２次調理

今後の子ども 親の時間

進学を左右
される 支援の後退

卒業したら終了??

外部委託してペースト食提供

家族にお弁当依頼

給食センター内の設備、人員配置

大阪府内学校給食等の調査

試食会へ招待されました

美味しい💗
※留意点

生徒個人の安全性から対話し、ペースト食も水分量（疎水）により嚥下機能

に影響することを説明。

まだまだ残された課題もある

０が“１”のまま支援の後退にならなかった点は絶賛!

 “責任の所在“と”現場力“により提供できている現実

対象生徒が少なく経験値が蓄積されにくい

 ペースト食以外は家族の協力が必要

継続する工夫
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話題提供の 概要

通学支援学校給食

進学について気になっていること
ランドセルをプレゼント

したいのだけど。。。

学校行っても何か手伝って
あげれることはあるかな?

（主人はいいんですけど）

私何着ていきましょう

一緒に通いたい
守ってあげる

地域の小学校かな。

支援学校かな。

この子のためを思うと支援学校?

医療的ケアがあったら誰が付き添う?

場所はどこ?

送迎はバギー押す?車?

学校の中でどう過ごしているか不安

本当に行かないとダメ?

進学時に考えること

特別支援学校

地域小学校

特別支援学校（訪問籍）

家族送迎

（気管内吸引なし）バス

（気管内吸引あり）家族

（人工呼吸器）家族 家族付き添い

家族付き添いなし?

家族付き添いなし

家族付き添いなし

授業など家族付き添いの有無②送迎手段①学校の選択

進学時に考えること
特別支援学校

大阪狭山市

通学時間:片道13－15km

約５０分～１時間

バス利用生徒はバス停の時間を確認

 送迎可能な家族はいるのか

 送迎可能な車（就労以外）はあるのか

 送迎時間は学校まで往復２時間かかる

※ 他の親御さんのように就労できない。

※ 他にきょうだいがいてバスに乗れない、遅刻する
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進学時に考えること（先輩ママの声）

大阪狭山市

15時下校13時下校

出発出発7:30

到着到着8:30

帰宅帰宅9:30

10:00

11:00

出発12:00

学校到着13:00

出発帰宅14:00

学校到着15:00

帰宅16:00

17:00

 13時下校は帰宅して家事して昼食パッと食べてすぐお迎

えです。

 15時下校なら就労可能と言われる・・・

 お迎え時にきょうだいの帰宅時間と重なると困る

藤井寺支援学校

参考:大阪府HP 医療的ケア通学支援事業について

大阪府医療的ケア通学支援事業について（令和２年９月～）

事業の内容について
（１）方法
 介護タクシー等に看護師等が同乗し、児童生徒の医療的ケアを実施することにより
通学を支援します。
（２）対象者
 府立学校に在籍していること
 通年に渡って通学中に次の医療的ケアが頻回に必要なため、通学が困難な状態にあ
り、当該通学を安全に行うとともに、当該学校における当該児童生徒に対する万全
な医療的ケアの体制を確保することができると府教委及び当該学校⾧が判断してい
ること

１.口腔内又は鼻腔内の喀痰吸引
２.気管カニューレ内部等の喀痰吸引
３.酸素療法や人工呼吸器の管理等
４. １から３と同等の医療的ケア

（３）対象となる事業者
 車両
• 道路運送法に基づき、旅客自動車運送事業（一般乗用自動車運送事業等）を実施し
ている事業者

• 同法に基づき、自家用有償旅客運送（福祉有償運送）を実施している事業者
 看護師等
• 対象児童生徒の医療的ケアを実施できる看護師等が所属している事業者
（訪問看護ステーション事業者や放課後等デイサービス事業者等）

• 介護職員が所属する事業者においては、都道府県知事から、『喀痰吸引等事業者
（登録特定行為事業者）』として登録を受けた事業者

医療的ケア通学支援事業では、介護タクシー等に看護師等が同乗して、登下校中に医療的ケアが必要なために通学が
困難な児童生徒を学校へ送迎します。

進学時の課題
15時下校13時下校

出発出発7:30

到着到着8:30

帰宅帰宅9:30

10:00

11:00

出発12:00

学校到着13:00

出発帰宅14:00

学校到着15:00

帰宅16:00

17:00

送迎課題

大阪府医療的ケア通学支援事業

大阪府医療的ケア通学支援事業
放課後等デイサービス（主として重心型）

進学時の課題解決方法

事業を運用する

送迎課題
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進学時の課題解決方法

私の役割 : 本事業を法人内代表等へプレゼンテーション
（事業計画、看護職員の確保、大阪府とのやり取り、運用管理）
➡ 本事業の運用責任者になりました。

令和４年４月より事業運用開始

運用開始後も様々な継続「リスク」と向き合いながら実施

中です。

まだ当地域の特別支援学校へ通学する生徒の内、数える

ほどしか利用されていない事業ですが、実施事業所間や

新規事業所からのお問い合わせにも対応しております。

進学時の課題解決方法
15時下校13時下校

出発出発7:30

到着到着8:30

帰宅帰宅9:30

10:00

11:00

出発12:00

学校到着13:00

出発帰宅14:00

学校到着15:00

帰宅16:00

17:00

放課後等デイサービス（主として重心型）

大阪府医療的ケア通学支援事業

事業所単位で解決方法を模索
（法人内の 児童デイサービス ポーラーパイン で挑戦しています!!!）

ご家族さんのニーズ、選択肢を増やせる可能性

話題提供の 概要

通学支援学校給食

これは１個人、１事業所の課題?
引用:大阪狭山市社会福祉協議会HPより

何を
いつ
誰に
どこに
聞いてもらうか
伝わるか

地域課題
給食
通学支援

理学療法士としては会議へ
の参加が難しく、

児童発達支援管理責任者
として参加しています
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残された地域課題と所感

①支援学校は吸引が必要な場合、送迎バスに乗車できないため、家族送迎が必要。
②地域小・中学校には送迎バスがないため、家族送迎が必要。
大阪府医療的ケア児通学支援事業 ※①のみ利用可能

送迎課題

大阪狭山市重度障がい児地域生活入浴費助成事業
放課後等デイサービスに入浴サービスを求める文化
児への訪問入浴介護のサービスなし

入浴課題

2023年度より人工呼吸器装着児への蓄電池の補助あり
選定の課題があり、支援者の知識、業者により蓄電池の紹介が異なる。

災害

トランジション
医療的ケアへ対応可能な生活介護事業所が少ない

移行支援

2022年度より大阪狭山市給食センターでペースト食調理、提供開始
※ペースト食以外は対応不可

学校給食問題

退院後訪問看護利用
３歳療育開始 ※保育園等は見学のみ。看護師雇用なし

↓
訪問看護、ヘルパーの同時介入
１歳未満療育開始 児童発達支援事業所

早期療育開始ニーズ

まとめ

担当している子どもの課題を知る

課題って何だろういう姿勢で聴いてみる

あとはどう（行動）するかだけだと考えています

仕組みを上手く利用する
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